
JP 2013-200991 A5 2015.3.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)

【公開番号】特開2013-200991(P2013-200991A)
【公開日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2012-68032(P2012-68032)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  27/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ    9/02     　　　Ｓ
   Ｈ０１Ｊ   27/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先鋭化された針状のエミッタを作製する方法であって、
　導電性のエミッタ素材の先端部を電解研磨加工し、先端に向かって漸次縮径するように
加工する電解研磨工程と、
　前記エミッタ素材における前記加工部分に荷電粒子ビームを照射してエッチング加工を
行い、先端を頂点とした角錐状の先鋭部を形成する第１エッチング工程と、
　前記先鋭部における先端の結晶構造を電界イオン顕微鏡で観察しながら、該先端を電界
誘起ガスエッチング加工によりさらに先鋭化させ、その最先端を構成する原子数を一定数
以下とさせる第２エッチング工程と、
　を備えていることを特徴とするエミッタの作製方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のエミッタの作製方法において、
　前記エミッタ素材として、タングステンを用いることを特徴とするエミッタの作製方法
。
【請求項３】
　請求項１に記載のエミッタの作製方法において、
　前記エミッタ素材として、イリジウムを用いることを特徴とするエミッタの作製方法。
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